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２ SDGs未来都市の概要
1 地方創生

SDGs
地方創生の深化には、中⾧期を見通した持続可能なまちづくりが重要であり、SDGsの
理念に沿って推進することで、政策の全体最適化、地域課題解決の加速という相乗効果
が期待できる。このため、SDGsを原動力とした地方創生(=地方創生SDGs)を推進する
ことで、地方創生の充実・深化を図る。

3 SDGs未来都市提案書の構成等

構成・配点
(1) 全体計画

①将来ビジョン（地域実態、2030年の姿、優先的ゴール・ターゲット）
②自治体SDGsの取組（将来ビジョン達成に向けた施策等）
③推進体制等（行政内部の体制、ステークホルダーとの連携等）

(2) 自治体SDGsモデル事業
①経済・社会・環境面の取組
②３側面をつなぐ統合的取組
③その他（ステークホルダーとの連携、継続性、実現可能性）
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2 SDGs
未来都市

地方創生SDGsの達成に向け、優れた取組を提案する地方自治体を「SDGs未来都市」に
選定(30都市/年)。その中で特に優れた先導的な取組を「自治体SDGsモデル事業※」と
して選定・支援(10都市/年)し、成功事例の普及を促進する。
〔選定都市〕16道府県139市区町村 うち県内は５市町(明石･姫路･西脇･加西･多可)
※モデル事業選定の場合､上限2,500万円の補助金あり(ｿﾌﾄ1500万(定額) ﾊｰﾄﾞ1000万(1/2))

評価
ポイント

(1) 持続可能なまちづくりに向けた他のモデルとなる先導的な取組か
(2) 実現可能性、具体性、継続性の高い取組か
※ キーワード･･･脱炭素・カーボンニュートラル、デジタル・スマート化、SDGs金融
※ 全体計画は差がつかず、モデル事業の評価で差が開く傾向

4 スケジュール 2月末 提案書提出
5月中下旬 内閣府結果公表、授与式
選定後(夏) SDGs未来都市計画書策定



３兵庫県SDGs未来都市計画・モデル事業
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公民連携により 未来へつなぐ 持続可能な兵庫タイトル

１ 全体計画

兵庫が有する五国の個性、進取の気風、培ってきた自力を活かして、企業、団体、県民とともに
オール兵庫で持続可能な兵庫を未来へつなぐ
【経済】新たな価値を生む経済
【社会】住民自ら創る、住み続けられる地域
【環境】未来へつなぐ環境優先社会

2030年の
めざす姿

施 策 ① 社会課題を見いだし、解決に取り組んでいく新たな挑戦の創出
社会課題解決に寄与するスタートアップの育成 (ひょうごTECHイノベーション等)

② 兵庫の強みを活かし、持続可能な未来を見据えた次世代・成⾧産業の育成
水素・蓄電池をはじめ、SDGsの達成に資する次世代成⾧産業の育成

③ SDGsの視点からの中小企業のブランド価値向上
企業のSDGsの取組促進 (ひょうご産業SDGs認証事業等)
地域経済を支える中小企業の持続的発展 (地場産業支援等)

④ 関西と瀬戸内の結節点「兵庫」の地の利を活かした大交流圏の形成
兵庫テロワール旅の推進
日本を先導するユニバーサルツーリズムの推進
関西・瀬戸内大交流圏の形成

⑤ 豊かな環境の創造と所得向上を両立する農業の実現
スマート化による持続的な農業の発展
コウノトリ育む農法など環境創造型農業の推進
県産県消による農業振興と食育の推進 (学校給食での県産食材供給拡大等)

経済
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① 誰もがいきいきと安心して暮らせる社会づくり
創造的復興の継承と地域防災力等の向上
社会的弱者を取り残さない包摂社会の実現（ヤングケアラー､課題を抱える妊産婦支援等)
生徒ファーストの視点に立った教育環境の整備（空調設備､部活動用具整備等）
兵庫の多様性を活かした多文化共生社会の推進（多文化共生総合相談センター等）
女性活躍の推進（ミモザ企業等）
スポーツ・芸術文化による地域活性化

② 持続可能な地域の担い手の創出
持続可能な地域づくりに向けた担い手の確保
ひょうごｅ－県民制度による関係人口の創出
地方回帰の流れを活かしたUJIターンの創出

③ 地域の将来を担う人材の育成・確保
次代の兵庫を担う人づくり（兵庫型体験教育等）
大学との連携による人材の確保

社会

環境

① 地球温暖化対策の推進
条例に基づく温室効果ガス削減の推進
時代を先導するカーボンニュートラルポートの形成
兵庫の特性を活かしたカーボンクレジットの創出

② 人と自然が共生する環境の創造
ひょうごの生物多様性保全プロジェクトの推進
恵み豊かな海づくり（豊かで美しい瀬戸内海の再生）
野生鳥獣の活用促進による適正管理の促進

③ ものを大切にする資源循環社会への転換
ひょうごプラスチック資源循環コンソーシアムの展開
県民の行動変容の促進（フードドライブ運動等）

施 策



SDGsを体現する「ひょうごフィールドパビリオン」を核とした地域価値創造、交流人口創出
プロジェクト ～ Our Field , Our SDGs ～

タイトル

２ 自治体SDGsモデル事業

大阪・関西万博を契機に、兵庫全体をパビリオンに見立て、SDGsを体現する地域の活動現場への誘客を促進する「ひょうご
フィールドパビリオン」を展開。交流人口創出による経済活性化、新たな価値創造の誘引による地域の好循環を創出概 要

安全安心でこころ豊かに暮らせる地域づくり

環 境

経 済 社 会
相乗効果（社会→経済）

多彩で優良な人材の持続的供給

相乗効果（経済→社会）

雇用創出による人材の確保

挑戦を繰り返す地域産業の発信

相乗効果（環境→経済）

企業ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ向上､進出企業の増加

相乗効果（経済→環境）

SDGs推進による環境負荷の低減

経済と環境の好循環の実現
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〔趣意〕兵庫では、歴史も風土も異なる個性豊かな五国において、地域の人々が主体的に課題解決に取り組み、未来を切り拓いてきた。
「震災からの創造的復興」「人と環境にやさしい循環型農業」「豊饒な大地や海に育まれた食材」「挑戦を繰り返してきた地場産業」「郷土の自然と
暮らしの中で受け継がれてきた芸術文化」。地域を豊かにする取組には、世界が持続可能な発展を遂げていくための多くのヒントが秘められている。
こうしたSDGsを体現する地域の活動を兵庫から世界へ発信する。「ひょうごフィールドパビリオン」という挑戦が始まる。

相乗効果（環境→社会）

住環境の改善、地域の魅力向上

相乗効果（社会→環境）

持続可能なライフスタイルの構築


